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資 料 番 号 １ 

令和８年６月 26 日 
課 名 農林水産局 農林水産総務課 
担当者 課長 浅岡 
内 線 3510 

 

令和７年度指定管理者制度導入施設の管理運営状況について 

 

 

１ 要旨 

  指定管理者制度を導入している次の施設について、管理運営状況を報告する。 

 

２ 対象施設 

 

施 設 名 指定管理者 ページ番号 

広島県栽培漁業センター （一社）広島県栽培漁業協会 ２ 

広島県緑化センター・広島県立

広島緑化植物公園（ひろしま遊

学の森） 

ひろしま遊学の森管理グルー

プ 

５ 
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令和７年度 指定管理者制度導入施設の管理運営状況について 

水産課  

１ 施設の概要等 

施  設  名 広島県栽培漁業センター 

所  在  地 竹原市高崎町字西大乗新開 185 番地の 12 

設 置 目 的 魚介類の種苗生産、配布等による栽培漁業の振興 

施 設 ・ 設 備 管理棟、貝類棟、飼育棟（50t×16 水槽）、新魚種種苗生産棟（50t×8 水槽）等 

指 定 管 理 者 

５期目 R 3.4.1～R 8.3.31 （一社）広島県栽培漁業協会 

４期目 H28.4.1～R 3.3.31 （一社）広島県栽培漁業協会 

３期目 H23.4.1～H28.3.31 （一社）広島県栽培漁業協会 

２期目 H20.4.1～H23.3.31 （社）広島県栽培漁業協会 

１期目 H17.4.1～H20.3.31 （社）広島県栽培漁業協会 

※平成 25 年 4 月 1 日から一般社団法人に移行。 

２ 種苗生産量 

利用 

状況 

年度 生産目標尾数 生産実績尾数 対前年度増減 
対目標値増減 

（達成率） 

５期 

Ｒ７ 
13,360 千尾 

（1,500 千枚） 

18,406 千尾 

（1,522 千枚） 

△92 千尾 

（△91 千枚） 

5,046 千尾（137.8%） 

（22 千枚（101.5%）） 

Ｒ６ 
14,659 千尾 

（1,500 千枚） 

18,498 千尾 

（1,613 千枚） 

3,443 千尾 

（348 千枚） 

3,839 千尾（126.2%） 

（113 千枚（107.5%）） 

Ｒ５ 
14,693 千尾 

（1,500 千枚） 

15,055 千尾 

（1,265 千枚） 

4,634 千尾 

（△157 千枚） 

362 千尾（102.5%） 

（△235 千枚（84.3%）） 

Ｒ４ 
8,636 千尾 

（1,500 千枚） 

10,421 千尾 

（1,422 千枚） 

679 千尾 

（70 千枚） 

1,785 千尾（120.7%） 

（△78 千枚（94.8%）） 

Ｒ３ 
9,446 千尾 

（1,500 千枚） 

9,742 千尾 

（1,352 千枚） 

195 千尾 

（△92 千枚） 

296 千尾（103.1%） 

（△148 千枚（90.1%）） 

４期平均 H28～R２ 
9,550 千尾 

（1,500 千枚） 

9,547 千尾 

（1,444 千枚） 

720 千尾 

（1,444 千枚） 

△3 千尾（100.0%） 

（△56 千枚（96.3%） 

３期平均 H23～H27 8,624 千尾 8,827 千尾 △2,973 千尾 203 千尾（102.4%） 

２期平均 H20～H22 11,343 千尾 11,800 千尾 △1,099 千尾 457 千尾（104.0%） 

１期平均 H17～H19 12,622 千尾 12,899 千尾 △1,862 千尾 277 千尾（102.2%） 

Ｈ16（導入前） 13,790 千尾 14,761 千尾 － － 

増減 

理由 

○生産目標数量は、漁業者の需要を反映するため、毎年度事業計画を立てている。 

○生産実績尾数は三倍体カキ（一粒：4,155 千個）やその他魚種の増産により、生産目標尾数を達成することができた。 

 なお、マダイ(△390 千尾)は、生産目標尾数を下回ったが、その要因は、関連施設の一部が改修工事により使用できなか

ったことによるもの。 

※第４期、第５期の（ ）内は三倍体カキのコレクター生産枚数（内数）。 

３ 利用者ニーズの把握と対応 

調査 

実施 

内容 

【実施方法】 【対象･人数】 

種苗生産配布検討会を開催して、漁業者の

ニーズ等を把握 

（公財）広島県漁業振興基金、広島県漁業協同組合連

合会、広島県内水面漁業協同組合連合会 

【主な意見】 【その対応状況】 

健全な種苗の生産 飼育環境及び餌料系列の変更による健全な種苗の生産 

遊漁に適したアユの生産 遊漁に適した人工種苗の研究 

生残率の向上 飼育密度や飼育方法の工夫 

キジハタの生産と配布 安定した量産技術の開発 

 

４ 県の業務点検等の状況 

項 目 実績 備 考 

報告書 

年度 ○ 事業報告書 

月報 ○ 事業報告書 

日報（必要随時） ○ 水産種苗調査（報告書） 

管理運営会議（現地、県庁等） 【特記事項等】 

 施設の修繕箇所を確認し、修繕を実施した。 

【指定管理者の意見】 

 修繕中も、効率的な種苗生産に取り組めるよう配慮を求める。 

【県の対応】 

 指定管理者の意見を踏まえて、工事内容及び工程を設定した。 

現地調査 

随時 水産種苗調査及び

３月に実施 
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５ 県委託料の状況                            （単位：千円） 

県委

託料 

（決算額） 

年度 金額 対前年度増減 

種苗

頒布

収入 

（決算額） 

年度 金額 対前年度増減 

５期 

Ｒ７ 89,723 6,487 

５期 

Ｒ７ 216,597 △1,287 

Ｒ６ 83,236 3,544 Ｒ６ 217,884 32,619 

Ｒ５ 79,692 △4,109 Ｒ５ 185,265 △391 

Ｒ４ 83,801 18,611 Ｒ４ 185,656 75 

Ｒ３ 65,190 △24,001 Ｒ３ 185,581 △13,442 

４期平均 H28～R２ 89,191 △3,955 ４期平均 H28～R２ 199,023 56,613 

３期平均 H23～H27 93,146 △31,840 ３期平均 H23～H27 142,410 48,448 

２期平均 H20～H22 124,986 △5,672 ２期平均 H20～H22 93,962 16,612 

１期平均 H17～H19 130,658 △21,574 １期平均 H17～H19 77,350 15,328 

Ｈ16（導入前） 152,232 － Ｈ16（導入前） 62,022 － 

 

６ 管理経費の状況                            （単位：千円） 

項  目 R7 決算額 R6 決算額 前年度差 主な増減理由等 

委 
託 
事 
業 

収 
 

入 

県委託料 89,723 83,236 6,487 
燃料価格高騰対策に伴う光熱費の価格上
昇分の委託料の増 

種苗頒布収入 216,597 217,884 △1,287 マダイ生産数の減 

その他収入 15,928 22,131 △6,203 メバル委託生産事業の終了による減 

計(Ａ) 322,248 323,251 △1,003  

支 
 

出 

人 件 費 120,417 114,866 5,551 新規採用による増 

光熱水費 4,461 6,268 △1,807 施設管理に係る光熱費の減 

設備等保守点検費 9,749 13,198 △3,449 保守管理業務の見直しによる減 

清掃・警備費等 686 660 26  

施設維持修繕費 9,645 8,405 1,240 修繕箇所の増 

事務局費 148 142 6  

種苗生産経費 176,938 174,149 2,789 
種苗生産に係る餌料等の消耗品及び光熱
水費の増 

その他 204 5,563 △5,359 生産安定化準備資金への積立の減 

計(Ｂ) 322,248 323,251 △1,003  

 収支①(Ａ-Ｂ) 0 0 0  

自 

主 

事 

業 

（※） 

収 入(Ｃ) 0 0 0 
 

支 出(Ｄ) 0 0 0 

収支②(Ｃ-Ｄ) 0 0 0  

合計収支（①+②） 0 0 0  

 ※ 自主事業：指定管理者が自らの責任で、更なる施設サービスの向上のために提案・実施する事業 
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７ 管理運営状況 

項目 
指定管理者 

（事業計画、主な取組、新たな取組など） 
県の評価 

施
設
の
効
用
発
揮 

○施設の設置目 
的に沿った業 
務実績 

 
○業務の実施に 

よる、県民サ 
ービスの向上 

 
○業務の実施に 

よる、施設の 
利用促進 

 
○施設の維持管 

理  

漁業者ニーズ等の把握に努め、広島県種
苗生産・配布要領に基づき、令和７年度の
生産魚種、尾数、単価等を決定し、それに
基づき、種苗生産を行った。 

魚類については、計画数量以上の生産が
できたため、余剰種苗として積極的に販売
した。 

 
学生、会員及び一般の施設見学者に対し

て、栽培漁業センターを案内し、種苗生産・
放流・資源管理についての説明・学習を行
い、栽培漁業の普及啓発に努めたほか、見
学通路の確保など見学者の安全対策にも努
めた。 

水産教室への種苗の提供を行った。 
 
施設が老朽化する中、安定的な種苗生産

を行うため、生産設備等の保守点検を定期
的に行い、随時修繕を実施した。 

種苗生産配布検討会を開催するなど、
漁業者ニーズを反映した種苗生産を実
施している。 

計画数量以上に生産された魚類は、余
剰種苗として積極的に配布されており、
栽培漁業の推進に貢献している。 

 
 
施設見学対応や水産教室への種苗提

供を通じて、漁業への関心を高めること
に寄与している。また、施設見学者の安
全対策にも努めている。 

 
 
 
 

生産設備の保守・点検を行うとともに、
適宜修繕を行うことで、安定的な種苗生
産の実現に尽力している。 

管
理
の
人
的
物
的
基
礎 

○組織体制の見 
直し 

 
○効率的な業務 

運営 
 
○収支の適正 

 
全職員が種苗生産、施設の修繕・整備、

販売促進等すべての業務を担当できるよう
に、オールラウンド型事務局体制の構築に
努めた。 

 
種苗生産業務の時期的人役の的確な把握

により、労務時間の短縮を図った。 

 
職員等の配置換えを行い、オールラウ

ンド型事務局体制を図ることで、種苗生
産業務及び施設管理業務について、効率
的な体制となっている。 
 
種苗生産業務体制を把握し、適材適所の
人員配置を図ることで労務環境の改善
が図られている。 

総 括 

 

各職員が業務の見直し、種苗の品質向上
及び利用者ニーズの把握を行い、効果的な
運営に取り組んだ。 

 

当該施設の現状を再点検し、県とともに
種苗生産能力を確保するため、老朽化して
いる施設・生産設備の維持・管理に取り組
んだ。 

 

種苗生産の目標設定にあたっては、漁
業者からの要望にも応えられる運営体
制を整備するとともに、種苗生産にあた
っては、試験研究機関とも連携し、生産
改善に努めることで、安定生産に取り組
んでいる。 

また、栽培漁業については、漁業者及
び他機関とも連携した取組を推進して
いる。 

生産の効率化を図るためには、老朽化
している施設や生産設備の維持・管理が
必要であり、必要に応じた施設修繕を実
施している。 

８ 今後の方向性（課題と対応） 

項目 指定管理者 県 

短期的な対応 

(令和８年度) 

○三倍体カキ種苗の安定供給に向けた餌
料培養の技術開発に取り組む。 
 

○生産魚種の安定生産に向けた親魚養成
技術や種苗生産技術の確立に取り組
む。 

 

○三倍体カキ種苗の安定生産に向けた技
術開発は必要であり、試験研究機関と連
携して技術支援を行う。 

○生産された種苗を用いた資源増大を図
るため、放流後の生残率の向上に向け
て、各魚種に応じた運搬方法や放流場
所、放流手法の指導を行う。 

中期的な対応 
安定的な種苗生産を実施するため、施

設の計画的な維持管理や機能強化によ
り、効率的な生産を進める。 

計画的な施設の改修・修繕に取組むとと
もに、老朽化施設の長寿命化対策を行う。 
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令和７年度 指定管理者制度導入施設の管理運営状況について 

 
森林保全課  

１ 施設の概要等 

施  設  名 広島県緑化センター・広島県立広島緑化植物公園（ひろしま遊学の森） 

所  在  地 広島市東区福田町 10166-2 

設 置 目 的 
○緑化に関する知識と技術の普及啓発 

○緑化の推進 

施 設 ・ 設 備 面積 124.97ha、管理事務所等(主要施設 4 棟)、遊歩道(12,000m)、駐車場(474 台)等 

指 定 管 理 者 

6 期目 R4.4.1～R9.3.31 ひろしま遊学の森管理グループ 

5 期目 H29.4.1～R4.3.31 ひろしま遊学の森管理グループ 

4 期目 H28.4.1～H29.3.31 みずえ緑地㈱ 

3 期目 H23.4.1～H28.3.31 みずえ緑地㈱ 

2 期目 H20.4.1～H23.3.31 みずえ緑地㈱ 

1 期目 H17.4.1～H20.3.31 みずえ緑地㈱ 

 

２ 施設利用状況 

利用 

状況 

年度 
目標値 

[事業計画] 
入園者数 対前年度増減 

対目標値増減 
（達成率） 

6 期 

R7 103,000 人 84,469 人 4,745 人 △18,531 人(82.0%) 

R6 103,000 人 79,724 人 △8,946 人 △23,276 人(77.4%) 

R5 103,000 人 88,670 人 △18,217 人 △14,330 人(86.1%) 

R4 100,000 人 106,887 人 12,387 人  6,887 人(100.1%) 

5 期平均 H29～R3 98,000 人 94,500 人 1,165 人 △3,500 人(96.4%) 

4 期平均 H28 96,870 人 93,335 人 △4,195 人 △3,535 人(96.4%) 

3 期平均 H23～H27 96,870 人 97,530 人 △1,175 人 660 人(100.7%) 

2 期平均 H20～H22 93,900 人 98,705 人 4,769 人 4,805 人(105.1%) 

1 期平均 H17～H19  93,600 人 93,936 人 12,513 人 336 人(100.4%) 

H16（導入前） － 81,423 人 － － 

増減 

理由 

夏の猛暑や紅葉時期の天候不順の影響により入園者数は目標値を下回ったが、桜の開花が３月に 

早まったことや新たなイベントの開催により、前年度と比較して入園者が増加した。 

 

３ 利用者ニーズの把握と対応 

調査 

実施 

内容 

【実施方法】 【対象･人数】 

入園者へのアンケート調査 施設入園者、研修会参加者等 693 人 

【主な意見】 【その対応状況】 

植物や動物に触れる体験など、ファミリー

で参加できるイベントがあり、とても良か

った。継続して開催してほしい。 

入園者へ喜んでいただけるよう、今後も多くのイベ

ントや研修を開催する。 

 

教室や研修施設など学べる場を充実させ

てほしい。 

施設の魅力向上と学習機能の充実を図ることを目的

として、学習展示館の改修及び展示設備のリニュー

アルを実施中。 

 

４ 県の業務点検等の状況 

項 目 実績 備 考 

報告書 

年度 ○ 事業報告書 

月報 ○ 月次業務報告書 

日報（必要随時） ○ 施設の老朽･損傷状況等 

管理運営会議（１回・現地） 
【特記事項等】 



- 6 - 

 

現地調査（随時） 

広島市森林公園と共同で施設の運営について意見交換を行った。 

【指定管理者の意見】 

 広島市森林公園との連携の推進により、両園の利用促進を図る。 

【県の対応】 

 指定管理者及び広島市と協議し、連携の取組を支援する。 

 

５ 県委託料の状況                            （単位：千円） 

県委

託料 

（決算額） 

年度 金額 対前年度増減 

料金

収入 
（決算額） 

年度 金額 対前年度増減 

6 期 

R7 65,312 2,974 

― ― ― 

R6 62,338 323 

R5 62,015 △211 

R4 62,226 1,521 

5 期平均 H29～R3 60,705 4,135 

4 期 H28 56,570 820 

3 期平均 H23～H27 55,750 2,500 

2 期平均 H20～H22 53,250 △3,210 

1 期平均 H17～H19 56,460 △5,794 

H16（導入前） 62,254 ― 

 

６ 管理経費の状況                            （単位：千円） 

項  目 R7 決算額 R6 決算額 前年度差 主な増減理由等 

委 
託 
事 
業 

収 
 
入 

県委託料 65,312 62,338 2,974 物価等の変動による管理費用の増 

料金収入 0 0   

その他収入 0 0   

計(Ａ) 65,312 62,338 2,974  

支 
 
出 

人 件 費 31,316 30,038 1,278 職員給与費の増 

光熱水費 2,219 2,318 △99 電気使用料金の減 

設備等保守点検費 
清掃・警備費等 

6,777 6,565 212 清掃費の増 

施設維持修繕費 2,341 2,806 △465 施設修繕の減 

緑地管理費 11,412 10,372 1,040 委託労務費の増 

事務局費 6,686 6,069 617 イベントの増加による増 

その他 4,568 4,180 388 イベント参加者の保険料等の増 

計(Ｂ) 65,319 62,348 2,971  

 
収支①(Ａ-
Ｂ) 

△7 △10 3  

自 
主 
事 
業 
（※

2） 

収 入(Ｃ) 5,189 4,334 855 
レストハウスの運営費 

支 出(Ｄ) 7,939 7,218 721 

収支②(Ｃ-Ｄ) △2,750 △2,884 134  

合計収支（①+②） △2,757 △2,894 137  

※1 利用料金制：公の施設の使用料について、指定管理者が直接使用料等を収入することができる制度。 

指定管理者の自主的な経営努力を発揮しやすくする効果が期待され、地方公共団体及び指定管理者の会 

計事務の効率化が図られる。 

※2 自 主 事 業：指定管理者が自らの責任で、更なる施設サービスの向上のために提案・実施する事業 

 

 



- 7 - 

 

７ 管理運営状況 

項目 
指定管理者 

（事業計画、主な取組、新たな取組など） 
県の評価 

施
設
の
効
用
発
揮 

○施設の設置目
的に沿った業
務実績 

設置目的である「緑に関する知識と技
術の普及啓発」を図るため、自然豊かな
フィールドを利用した自然探勝や草花
の観察会、親子で楽しめる木工教室等を
実施した。 
 また、広島市森林公園との連携イベン
トとして、両園を繋ぐ道を散策するピク
ニックウォークを実施した。 

多様なイベントや研修会の開催を通じ
て、幅広い年齢層に対して緑化に関する知
識・技術の普及がなされており、アンケー
トの結果からも、「森林浴ができた」「心が
癒される場所」「自然を学べる」など好評を
得ている。 
 また、広島市森林公園との共催イベント
を継続的に実施している。 

○業務の実施に 
よる、県民サ 
ービスの向上 

広島県緑化センターのバリアフリー
マップを作成し、ホームページでの公表
やマップの配布を行った。 
 また、SNS からの閲覧が増加している
ため、写真など視覚的情報や速報性の高
い情報は SNS を活用して、積極的に発信
した。 

 利用者目線に立ち、授乳室や多目的トイ
レなどのバリアフリーマップを作成し、県
民サービスの向上に努めている。 
 また、発信内容に合わせてホームページ
と SNS の両方を活用し、それぞれの特長に
沿った効果的な情報発信がされている。 

○業務の実施に 
よる、施設の 
利用促進 

 

新たに、子ども向けイベント「森のふ
れあい動物園」を開催したほか、季節ご
との展示、植物の植替え状況などを SNS
やメディア等により発信し、施設の利用
促進に努めた。 

集客対策として、これまでにないイベン
トの実施やSNSによる見頃の植物の紹介を
兼ねた豆知識の発信など、知識の普及に努
めている。 

○施設の維持管 
 理 

毎日の警備、清掃に加え、法律及びマ
ニュアルに定める規定回数の施設点検
を実施し、必要に応じ修繕を行ってい
る。また、適期に緑地管理を実施してい
るほか、入園者の安全を図るため、園内
の危険木調査及び除去を実施している。 

日常点検や施設点検をマニュアルに定
めるとおりに行っており、必要箇所は直ち
に修繕しているほか、園内の危険木調査及
び除去、案内板の再塗装や追加設置を行う
など、入園者の安全確保に努めている。 

管
理
の
人
的
物
的
基
礎 

○組織体制の見
直し 

更なる魅力向上と業務の効率化を図
るため、２社 JV による広島市森林公園
との一体的な管理運営体制の強化に努
めている。 

 ２社 JV の強みを生かし、各社の専門知
識を有した職員を適材適所に配置するこ
とで、設備管理や緑化相談に適切に対応す
る体制が整っている。 

○効率的な業務 
運営 

○収支の適正 

２社 JV による業務の効率化や、公園
ボランティア等との協力体制を築いて
おり、施設の維持管理に係る経費の節減
に努めている。 

２社 JV による業務の効率化や、公園ボ
ランティア等の協力により、指定管理料の
範囲内で効率的な管理運営が行われてい
る。 

総 括 

緑化センターの設置目的に即した研
修会等の開催、花木の植栽等による魅力
の向上、安全・安心に施設利用できる環
境整備に努め、入園者満足度において目
標を達成することができた。 

今後、入園者数の目標を達成するた
め、ファミリー層の入園の促進を図ると
ともに、広島市森林公園との連携に係る
課題の抽出や効果の検証を通じて、両園
の更なる魅力の向上を図る必要がある。 

入園者へのアンケートでは、入園の目的
に対する満足度が 96.2%と高く、ニーズに
沿った管理運営がなされていることが評
価できる。 

次年度以降、入園者数の目標値を達成す
るためには、展示植物の充実や森林整備を
進めるとともに、天候の影響を受けない室
内展示等の充実も図り、広島市森林公園と
の連携イベント等の企画によりファミリ
ー層を呼び込むなど、利用者層を拡げてい
く必要がある。  
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８ 今後の方向性（課題と対応） 

項目 指定管理者 県 

短期的な対応 

(令和８年度) 

○ 入園者数の目標を達成するため、ファ
ミリー層をターゲットとしてイベント
を計画する。 

○ 湿地植物園の植物管理と展示の充実
を図り、人気のスポットに仕立てる。 

○ 施設の魅力向上のため、学習展示館
の改修及び展示のリニューアルを実施
する。 

○ 樹木の高齢化による樹勢の衰えや枯
損が懸念されることから、病虫害対策
や危険木伐倒を行う。 

中期的な対応 

○ 設置目的に沿った植物園機能の再生
を計画的に実施するとともに、入園者の
安全に配慮した施設運営を行う。 

○ 広島市森林公園との連携体制の強化
に向けた課題を整理し、今後の在り方を
検討する。 

○ 老朽化している施設について、優先
度の高いものから計画的に修繕する。 

○ 土中にある配線など重要な設備を計
画的に更新するため、前提となる土壌
調査の実施を検討する。 

 


